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1993 年釧路沖地震（Mw=7.6）、1994 年北海道東方沖地震（Mw=8.2）の 2 つのスラブ内地震について、0.3-10Hz

の広い周波数帯にわたる強震動記録を説明できる不均質破壊震源モデルを、経験的グリーン関数法を用いて推定し、
震源パラメータの評価を行った。推定された震源モデルでは、いずれの地震についても、局所的に約 400MPa のき
わめて大きなストレスドロップをともなう破壊領域が存在している。求められた破壊領域の総面積は、Somerville 
et al. (1999)による内陸地震におけるアスペリティ総面積と総地震モーメントの関係式から予想されるものより
も 1/4 以下と有意に小さく、スラブ内地震では異なるスケーリング則が必要となる。 
 
 
1.はじめに 
  北海道東部ー千島列島南部のプレート沈み込み地域で相次いで発生した 2 つのスラブ内地震、1993 年釧路沖

地震（Mw=7.6）と 1994 年北海道東方沖地震（Mw=8.2）ではその地震動において、1)有感域がきわめて広い、2)最
大水平加速度の観測値が経験的な距離減衰関係式から推定されるものよりもはるかに大きい、という特異性が現れ
ている。このことは、両地震において高周波数地震動が強かったことを示しており、この要因を明らかにすること
はスラブ内地震による強震動を考えるうえできわめて重要であると思われる。しかしながら、これまで断層面上の
すべり量分布のような詳細な震源モデルは 1Hz 以下の強震動記録を用いた震源インバージョンによって求められ
た Takeo et al. (1993)および Ide and Takeo (1996)の釧路沖地震に関するものだけである。そこで本研究では、
0.3-10Hz の広い周波数帯にわたる強震動記録を説明できる震源モデルを推定し、震源パラメータの評価を行う。 
2.データと解析手法 
  解析には北海道の太平洋側に位置する観測点で得られた広帯域強震動記録（北大、電中研、気象庁による）

を用いた。観測点までの震源距離は釧路沖地震で 120-150km、北海道東方沖地震で 150-350km である。震源モデル
としてここでは、Kamae and Irikura (1998)と同様に、断層面上に矩形の破壊領域を配置した不均質震源モデルを
考え、それぞれの破壊領域についてオメガ２乗モデルに基づいた経験的グリーン関数法による強震動シミュレー
ションを行った。破壊は開始点から同心円状に進行していくものと仮定し、破壊速度は過去の研究結果を参考にし
て一定の値を与え、フォワードモデリングによって各破壊領域の大きさ、位置、ストレスドロップを求めた。 
3.結果 
  釧路沖地震：２つの破壊領域によって強震動記録をほぼ説明できる。この２つの破壊領域は、Ide and Takeo 

(1996)によって求められたすべり量の大きな領域とほぼ対応していて、大きさはおよそ 8km x 8km と 6km x 6km で
あった。ストレスドロップはいずれの破壊領域においても約 400MPa ときわめて大きくなっている。 
  北海道東方沖地震：破壊開始点から西側に一列に並ぶ４つの破壊領域によって強震動記録をほぼ説明できる。

これらは Kikuchi and Kanamori (1995)の震源インバージョンによって求められたサブイベント分布とその位置が
よく対応している。両端の破壊領域は大きさがおよそ 24km x 24km と 16km x 16km、ストレスドロップが 100MPa 
程度であるのに対し、中央部の２つの破壊領域は大きさがおよそ 12km x 12km と比較的小さく、ストレスドロッ
プは約 400MPa ときわめて大きくなっている。 
  両地震の破壊領域の総面積は、内陸地震について求められているアスペリティ総面積と総地震モーメントと

の関係式（Somerville et al. (1999)）から予想される値の 1/4 以下と有意に小さいことが確かめられた。このこ
とは、スラブ内地震のスケーリング則が内陸地震と著しく異なっていることを表していると考えられる。また、ス
ラブ内地震では内陸地震と比べて狭い領域から短時間で多くの地震波エネルギーが放出されたと考えられ、その結
果として高周波数地震動がきわめて強くなったと考えられる。 
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